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学報第76－1・2号

書評　縄田鉄男著『パシュトー語文法入門』大学書林，1985年

勝　藤 猛

　言語学者縄田氏によるパシュ1・　一語入門書の著述は，日本の学界に対する大き

な蚕献である。複雑きわまりないこの言語の文法を一冊の本にまとめた著者の英

知と努力に敬意を表する。嗣氏と筆者とは，1960年ごろ，アフガニスタン麟のカー

ブル大学でともにパシュトー語を学んだ仲である。文献と現地調査の両瞬からの

隅氏の精力的な研究は，多数の優れた著作となっており，本書もそのひとつであ

る。ここに本書の紹介を試みるに愚たり，Iil三確と公平を期して，下書を著者に兇

て頂いて，一・部修正し，かつ著者のコメントを付け加えた。

　まず本書で触れられていないパシュトー語の特徴を2点，指摘する。

漁　方霧が多く，有力な襟準語がない。ペルシア語ではテヘラン方誘が標準語となっている。テヘ

ランの印鋼物が1二｛三倒的に多いからである。序論v昌こ南西（カンダハール），南東（クウェッタ），北

東（カーブル，ジャララバード，ペシャワル）の3方繕が挙げられているe筆者は南東方再は知ら

ないので需及できない。本書は硝西方需によることが明示されている。なおカーブル大学での筆者

の教師はすべて北東方需の人であった。そのうちのひとりの需によれば，筆者らに教えているのは

“

schooE　dialect”であるとのことであった。方言の違いのいくつかの例を示す。転写法は縄田著書

による。

A　縄田著書漏南西方露

1

C

D

鷺

アフガニスタン羅小学校パシュトー語教科書，1336（／957／8）年

参考書β鱒　カージー・ラヒームッラー・ハーン罪現代パシュトー語教本諜（英文）禦1巻の

　み繍北東方霧（カージーは裁半彗官慧知識入の税；号）

同　　（17）サディークッラー・リシティーン（当時，カーブル大学文学部パシュトー学科主

　任教授＞ifパシュトー語文法．1（ペルシア文）第1藩のみ，これが「スクール・ダイアレクト」

　であろう。

瞬　　　（5潤パシュトー語；ペルシア語辞典s　l－L1951，　li　一一「J4。
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書評：縄照鉄男著leパシュトー語文法入門』大学書林，1985年

　　同　　　（6）geペルシア語＝ペルシア語＝パシュトー語辞典31，　ll　－1957，19　－58。

F　『ポケット・パシュトー語＝ロシア語辞典diモスクワ，1986年

　　if学摺ロシア語篇パシュトー語辞典諜モスクワ，1987年

A
B
C
D
F

太陽

1mar

lmar

awar

l餓ar

l獄ar

n鷺玉ar

nwar

［af励］

1mar

［conHize〕

臓，昼

wradz

rwadz

vraz

wradz

rwadz

wradz

［raz］

wradz

賦eKb］

少女

njelei

jma正

jllei

nj∂iei

jinei

私の

zma

zma

zama

zm2

zma

［doxtar］　　［az駐1副

nl∂1el　　　　zma

ineBOgKa｝［MO則

我々は

mu2．

mu購

mClng

fillMZ

mu¢

mun孝

存在する　可能（1単）

sta　　　　　　　　　　　s∂黙1＊

きta　　　　　　　Som

shta　　　　　　sha撚

§ta　　　　　　93m

§ta

［ma］　　　　［hast］

mu1撹，獄uオ　　§毛a

［MLI］　　　　［eCTb］

9gm

Aの＊，§とsが交替することが，本書来尾「補説」317頁1こ述べられている。Cは隅書のu一マ字

転穿のまま（以下岡）。Eは［1内のペルシア語から引いた。

　Gul　Pacha　Ulfat，　A　Few　Notes　on　the　O7’thograPl・ty　and　Comψositilon　of　1）α3規o　Laizgft．age，　Kabu1，1959，

1961．伽Pashto）著鷺は当時，パシュトー・アカデミー総裁。

　1942，48，58年に行われた正書法決・定会議の結果（左列の方言を右のように整理）

1職ar，　nn｝ar，　nwar，　mar，　m色r、

wradz，　rwadz．

lin∂i，　nj∂lgL　jlei，　jil∂i．

z認，dz舩．

mUZ，　mしm呂．

Sta，　S毛a．

s∂霞1聖s9磁．

→ 1搬ar，　ilnla1”

、vradZ．

jine三，　nj∂iGi．

zm註．

2語とも

§ta．

Sgm．

　方轡の差は，会話においてはさほどでないが，書記すると，綴りが異なり，アルファベット瀬に

並べると，ばらばらになる。パシュトー語の辞書・文法書作成の獺難さのひとつはここにあるc－

・血　パシュトー語には，ペルシア語，およびペルシア語を経たアラビア譲の語彙が多い．

発音の問題：

　§270，第4種女性名詞のうち一iで終わるもの，例えばd6sti（友情）など，また§313，第5種形

容詞のうち一iで終わる語，すべてアラビア・ペルシア語で，これらの1は長燈音である。また§33

の「usul要綱」（アラビア語謝の複数）のふたつのuの，荊考は短母欝，後蒋は喪母音である。そ

れをパシュトー語で区圃しなくてよいか。
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学報第76－1・2号

語彙の問題：

　§34，「kab双魚欝」アフガニスタンの暦はイランのそれと問じで，森分を元日とする太陽暦である。

月の名は，黄道十二宮のアラビア語で，それの最後が「魚座」撫tである。1年の月の名は第51課

にあり，パシュトー語名がカッコつきでアラビア語名の後に示されている。ただしパシュトー語名

は無理に訳したのであって，公文書に使われることはあっても，…般の入は知らない。

　ペルシア（アラビア）語彙に対してパシュトー語彙が作られた場合，どちらが輿際により多く使

われるかが，i躍題である。いくつかの郷を示す。／の前がパシュトー語，後はいずれもアラビア語。

　学校とくに小学校話6wandzay（§203，　F）xe　＄6dal（§334），§6wel（E）示す，おしえる÷dzay〈

dzay場所（§42）／maktab（B，　F）これら4語はすべてアラビア語の方が普逓に用いられるe

農業karhooa　（§261，　F）〈kft、　rel種をまく　（§326）／zira『at（F）

新聞wradz－p蝕a（E，　F）＝・　wradz　N（醗鼠1）＋paeaページ（§135）／axbar（§211，　F，　sg．xabar，C，p206）

飛行機alwataka（§264，　F＞〈alxvatel飛ぶ（§334＞／tayara（§259）

序論vllパシュトー語の…般的特徴一ペルシア語と比較して

　　　　　　　　　　ペルシア　　　　　　　　　　　パシュトー

（）内はLambton，　Peysian　Gra7n？narの頁数

1
2
9
Q
4

5

名詞

　性

　数

　格

形容詞

奮鼠

蔦tSl．1

主語一琵納9語一動詞（1）．5）

あり　（Lesson　XD

区購なし（p．4，note3）

複数語尾あり（P．8＞

変化なし（P．4＞

斜詞の後（P．19）

変化なし

反転音（そり舌膏）なし

語頭子音結合なし

（アラビア・トルコ語も）

岡

前澱1詞・後置詞・筋後澱譲冠の3種

あり

あり

あり

携

名翻に応じて変化

あり

あり，例：§89　sta　pl2r（慰の父〉

　パシュトー語の動詞は，主語の人称・数によって活用する。ただし他動詞の過去・現在完了・過

去完了は，Fl的語の入称・数・性によって変化する。

　「過去時糊では，言語類型論でいう能格性を備えている」

　斜格圭は，過去時制（および複合時鋼〉において，他動綱の行為者を表す。論理上の闇的語は絶

嬉格におかれる　（§189，222＞。
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齊評：縄綴鉄男著『パシュトー語文法入門謁火学書林，1985年

§134はderl6del「持っているJの過去が，目的語により変ることを示している。

動詞kaw∂1「行う，為す」の，過去1が§184に，過去君が§185に，出ている。

醗酌語が3人称の場合，男・女・単・複の《種となる。

ヂ本（男），ノート（女）を持った」

男・単

夢多・複

女・単

女・複

ki捻b　　　　　　　　　　　d∂r豆6（l

lく琵ab－Ulla　　　　　　　　　　d∂r互6d・gI

至く重ta辻）－C－a　　　　　　　　　　　　　　　　　（igr蛋6（玉一a

韮くitab－c・｛｝　　　　　　　　　　　　d∂r16d・C｝

　王「おこなった」H

｝（aw∂　　　　　　　　　　w∂k∂E’

kawo｝　　　　　　　　　“rol〈y－el

韮（awgl－a　　　　　　　　welζ一盆

kawel一ξ｝　　　　　　　　　　　wek￥・＆

　能格性ergativityは古代・中世ペルシア語に見撫され，それがバシュトー語に現存していること

で，書語学上意味があるようである。このことを入門書でどの程度説明すればいいか。

　§100　人称代名詞の主格。§134，189一その斜格。

　§101　“Be”動詞の現在。§114，381一その過去。§361，378－3人称単・複wi。

北東方言の2人称複数一現在：yey，過去：wey。

　§128，188，415接尾辞的代名詞。§418その用法：所窟格「君の本」，主格ド私は手紙を書いた」，

ibl3〈」格「私は彼をなぐる」，与格「私［にとって1は寒い」

　§132　「持っている」の現在幹lar－，過去幹dgr16＆

不定詞一A：der16del，　C：laral，　D：薗方，　E：lar∂1〔daStan］，　F：larel［XMeTb］

　§ll！，170，192，199。「どこに，どこへ」ciri。　cirtaもある。

B：cirta　C：charセa　E：ciri　［kojal　　F：c童ri，　cirta　［rAe］

　第／0－12課　動詞の語尾変化は，主として主語の人称・数によるc、．

　　自動調・飽動詞の現在形里嚢．

　　　　　　　　単数　　　　複数

　　1人称　　　　　一∂m　　　　　　・u

　　2　　　　　　　－e　　　　　　　－ey

　　3　　　　　　　．i　　　　　　　．i

第11課：動溺の接頭辞

§178

Amftc　damというのに悶じ。

　§220－－223

であるCtもうひとつ斜格があり，

　　　　　　　x人称に向かって　1人称：

入に呼ばれて，「ただ今まいります」は，「私は来た」Dara＞’lemということ，ペルシア語で

欝・他動詞の過去2形．

　　1，2入称は現在形に岡じ。

　　3入称は，単・複・男・女により異なる。

　　他動詞の過去は擦的言／iil・により，語羅は上

　　テ丞のとおり。

r農．　　　2　：（lei㌦　　　3　　：lv　．）　1’　一

　　　　　名講には格による変化があり，まず絶対格とは，§221にあるとおりいわば普遷の形

　　　　　　　　　　　　　　遷と難に分けられる。このうちIIが重要で，勉動詞の過去の孟語

（§189＞，および前・後澱詞の照酌語（§433）の場含である。
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学報第7研1・2署・

第16－20課：劉生名詞5種（鍔・女の区瑚はまず惣然性に従う）

王
9
偏
り
0
4
5

子音または．eで終わる無生物，複数語尾は一una，単数の絶対格と斜格lllが岡形。

子音で終わる生物，　　　　　　一　　　　　一aR，　　　　　　　　　一　　　一一一

アクセントのある一ayで終わる語，絶対格複数と餅格1単数が岡形で，語騰は一iとなる。

アクセントのない・∂yで終わる語，隅形の継は3に隅じ。語尾は4となる。

不幾貝弩

第21－25課：女性名詞6種

1
2
ら
◇
4

5
6

アクセントのある一aで終わる語，岡形の総は上の3に問じ，複数語尾は一e。

t－－ttt－一……一一
ない一一一一一　　　　　　　一・　　一　　一一　　　一一一一一一一一

一 aまたは一6で終わる無生物，単の絶と斜が岡形。

－eiで終わる無生物，単の絶・斜と複の絶が岡形。

． iで終わる抽象名詞，単斜と複絶で・oiになる。

－ aなどの母音で終わり，女性を表わす語，単の絶と斜が岡形。

子帝で終わる語で，女性生物§217と，無生物の…部§219。

第27－31課：形容詞5種（絶対格・単数の男性と女性の語羅の枳違による〉

1
2
つ
り
4
5

男性

SP∂k

um

kucnay

ngW∂y

女性

SP6k・a

um－a

｝（uellOi

nOWG

「軽い」

ド煮打まのk

「ノ」・さい」

「新しい」

（アクセントの位鴛に注意）

女姓でアクセントのない一aが付く。

　　　　　　　　ある　　　一…

一 ay→－bi

－ 9V→・e

　　　　母音で終わるものは，性・数・格による変化なし。

　第32課：動詞の分類は，不定形と活用形の関係によってなされている。…々覚えるしかない。

kawelする（§322），　kedel成る（§338）は，ペルシア語のkardan，　Sodanに当る。

　第34－37課：動詞の現在；i寺鯛の1はIndicative，　liはSubjunctiveである。過去時舗の1は

｝mperfect，つまり過去の進行や響慣を示す。嚢は普通の過去。

　§361　現裡時覇1至の稽法（h｝vお茶を入れましょうか」の「入れる」はacaxvel投昏ず’る（§33，278，

326＞で，すでにできているお茶を注ぐこと。お茶を「つくる」のはdamawe｝［dam　kardan］。「ダムll

とは，ポットに茶の葉と熱湯を入れ，それをしばらく火の上に澱くこと。

　例文：「［よい子は朝早く起き］お茶ができるまで，勉強する」

　　〈B，　2年，pま8）Ter　haγ6　c三ci、　y　da11沁孝i，　xpel　hva就wayl．（damCtdoiダムされる）

　§382鱒為be頭lidoley　wem．「ひょっとして彼に私は会ったかもしれなかった．1「彼に私は会った」

は厳蜜には，「彼は私を見た」他の例：

　　§222　　Sa！liii　S∂Od　Za　weliciola，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劣は女に会った。

　　§365　　De砂∂乏7η∂κmindzele．　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼は顔を洗っていました。
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欝評：縄出鉄男著「パシュトー語文法入｝ヨ鳴穴学瞥林，1985年

　　§369（ii）Z∂be　y6　welidelem．　　　　　　　　　　　　　　　　　彼は私に会いに来たものだ。

主語（行為者）は斜格1，陰的語（イタリック）は絶対格になる。yeは主語としての接尾代名詞3

人称（上記§418）

　§434wo＿te「必ず後羅詞ねを斜三う」とある。weはなくてもよい。後概詞te：bazar　t∂「バーザー

ルへ」（§i70＞

　weのつく例：Amall　de　as　wo　arx　t∂d∂y．　vアマーン（男の名）は馬の傍にいる」（B，1年，　p．21）

　第47課，動詞状形容詞一umkeyは，ペルシア語の一andeと隅じで，行為者名詞または形容詞として

用いられる。

　小辞（particle）“bo”のまとめ（§177に初出）　：

　§361（・1）現在嚢に付いて，未来を雷う。不確実のニュアンスがある。1にも付き，慧吉を表す：u

　§366（ii2）「（もし）…，1私は］映画に行くのですが」zo　bo　slalm溢飢bn｝，現在の事実に反する条件

文の帰結節において過去王に付く（転写でbeが落ちている）。

　§369（ii）「［私は］時々立ち一1．Eまりました」Ze　b∂we－darGde｝em（we－daredon“．

過去Rつまり継続でない普通の過去に付いて，反復・習慣を示す。

　beなしの1，　Z∂daredelem（§364）はどうか。継続，「立ち止まろうとしていた，1？

　i司飾1「（もし）…，私達はどうしよう」mu肌se　ba　wgkミ1．

「行う」kawelの現在II（§182）に付いて，不安のある未来を表す。

　§378「彼は行ったかもしれない」Day　bg　tleley　wi．

現在完了嚢に付いて，不確かさ・可能性を意味する。

　§382醸）（iv＞（v＞本書の説明の逓り。

　§390第…の例文は，上の§366に伺じ。第二は§382（・）とともに，過去の事実に反する条件文の帰結

節において。

　小辞“we”のまとめ（§209に初繊）　：

　§349命令法II［に付く。1が継続を表すのに対して，一棚きりの動作を指す。

　§358（i＞現在の1　（颪説法）をn　（仮定法）に変える。

　§368（1）過去難に付く。命令法に購じ。ともに「完了」の意昧を与える。

一疑問点一

序論　v，vi頁　薦北辺境省→彌

§9（6頁下）¢は中国語zh：zl｝e逡，　zhi紙。　ren人，　ran然は，　IJの音。

§ll／　下から3つめの例文，　Ill・C・zのzの字に点が要る。

ク　　ー番下の例文，m§z椅子→テーブル

§1三4　繋辞（8e動翻の過去は，§381と購じはずであるが，違っている。爾鷺で墨入称擾数の綴1：レ

転写，3入称努性複数の綴り（転写はよい）は，後者の方が泥しくはないかet

　［著者：文献・文書により色々ある。ただし後者に統一すべきであろう］
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学報第76－1・2琴

　第39課　現在完了一完了分詞÷Be動詞現在

　　40　　過去一　　一　　　　　　　　過去

　これはペルシア語に隅じ。ただし完了分詞は性と数により，第4種形容詞と岡じ変化をする（§371）

§1簿　46頁上，「長い」のm．pl．　uZdoの語彪一eを表す字heが要る。

§206　0s－∂HL私は住む。綴りの末尾の字はwawでなく，　min玉．

§2］．7　　§　a，　d　az　a三i三ごr→きazada

§22ユ（iv）語順によって二＝，アンスの違いがありはしないか。※が例文。

　De　m乏戯a肌s∂xaγar朕1　radz∂m．※　　　　　　　「私は学校から，鰹（正午ごろ）に帰ります」

　ramla　dg　maktab　tsexa　radzem．　　　　　　　　　　　　　　「私は昼，学校から帰ります」※

§222Gl他動詞の過去時制において，背為麿は斜格1，臼的語は絶対格におかれる　（§231を参照）

→
§189，　221（ii｝，　365，　369（ii｝（7）舞52文Q

§230　m2zdigar（mazigar＞晩〈ペルシア語m搬z－l　digar　・＝　’asr．正午と日没の申問の礼拝およびその

ころ，3－4時ごろ。日没後しばらくの醗がmft‘　＄ti　nl（補説，316頁）

　絹例：「太陽は朝のぼり，マージーガルに沈む」（B，2年，p．52）

L拠ar　sahar　raxe2i，　aw　mazdigar　prawezi．（§357，　r欲at∂1昇る，§334，　prC・watel落ちる）

m、i　zdigar，　ma＄amについては，縄田Yパシュトー語基礎1500語譜（大学書林〉参照。

§369鰯「もし彼がwlar来たら」→行った「術く」の過去登3単男（§162＞

　この構文で過去形を使うこと，臼本語・ペルシア語に隅じ。Lambtea，　oノ）．cit．，p．65，

§376　現在完了の最初の例文1）ay　raγeiey　dey．「彼は来ました」とあるが，「来る」の現在完了は「来

ている」（来てからしばらく時間がたっている）

「来た」曲二後なら，過去且，raγ∂y（§174）　El本語「来たJ，中国語「来γ」

この違いはペルシア語も同じ。Amade　as宅，／Amad．

［著者：現在完rが経験・完了を表すのはよく知られているが，いずれを指すかは，動詞霞体の意

味やコンテキストによるようである］

　§89，／25，1．69では，Zmバ私の」などを「所有形容詞」とし，§95では薪所膚代名調」というのは，

どう違うカ㌔

　　［著鷺：「所膚形容詞」が正しい1

　§90「所イ∫形容言傷と，§133動詞f持っている」とは，団じような説明があるが，わかりにくい。

　　〔著者：所有されるものが動産か不動産か，所麿者と所有物との関係が…時的か永久的か，など

により，所有形容詞＋sara（sora＞，あるいは，　to　have構文が溺いられる。災語“1｛e　has　blue　eyes，”

では，be動詞による構文は不質∫Q－一方，

　There　cRrt’five　win（lows　iR　tlli＄YOOIII．＝This　l’oOM　has　five　w1lxlows．

To　pinsil　lare？瓢S£a　sara　pinsil　sta？「君は鉛筆を持っているか」（臣的物がportabieなも0））詳しく

は別に論じなければならないQ所有文が，be動詞構文とhave動詞構文とあり，爾者がいつも絹い
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られうるとはいえない1

　§177「法的ノ」・辞modal　particle／be／」，補説319賛「叙法の小辞：bo，　di」

　　　　　法約瓢叙法の＝modal＝moodの

H．Penzl，　A　GrCtonmar　of　Pαshto（参考書欝11）。

　modal　particle／be（ba）／，PP．42，113－136，　　　aspectual　prefix／we／，　P．136

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　perfect三ve－・…　一・・・・…　P．ll8

　mood；indicative，　imperative　and　optative，（P．94）

　asl）ect；imperfective　a食⑭erfectlve．（P．113）

　これらの用語の意昧については，§320「法（mood）），「相（aspect）」参照。
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